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図4：Changes　in　plaque　control　record
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図6：Changes　in　gingival　crevicular　fiuid
菌5）の出現といった問題を生じること，それに加
えて，歯周疾患の治療は局所の原因除去が重要で
あることが明らかにされてきたことがある．IPAT
は歯周ポケット内の細菌叢の改善を局所的に薬剤
の濃度を一定期間維持することにより，全身投与
により生じる障害を改善した．しかしながらその
コンセプトを誤ると全身投与に比べて局所投与で
為害作用が少ないといっても，耐性菌，菌交替現
象，過敏症の発現が十分考えられる為，使用する
にあたっては適応を考慮すべきである．従って，
歯肉縁下プラークのコントロールの一手段として
のIPAT法に使用される薬剤のよりいっそうの
発展が望まれる．
　本実験は，IPAT法におけるIGパスタの臨床
的有効性を臨床パラメータを用いて検討した．こ
のIGパスタは，ヨウ素・ヨウ化カリウムパスタに
グアヤコールを配合したものであり，グアヤコー
ルは，‘歯髄，歯根膜に対する鎮痛，鎮静作用があ
るといわれ28・29）その有用性も報告されてお
り3°，31），その作用が歯肉の炎症にも有効であるも
のと考えられる．
　実験は，投与開始1週後のPCRの改善度にお
いて，IG群とContro1群の間に有意差が認められ
なかったにもかかわらず，IG群のBI値において
1週後の早期から効果が認められた（表2，図5）．
この事からプラークの影響を受けることなく，IG
単独の効果が現われたと考えられる．ただし本実
験では，細菌叢の変化の検討を行なってはいない
ので，IGのポケット内細菌叢に与える効果を確認
できない．しかし，すでに本剤の有効性について
山村は，動物での実験的歯肉炎，およびヒトの歯
周炎に対してIGをポケット内に貼薬し，その効
果を臨床症状と細菌叢を指標として検討してい
る．その結果では，ポケット内細菌に対する抗菌
作用による消炎効果の明らかな有用性を報告して
いる32）．このことから，本実験におけるBI値の1
週目での改善は，その殺菌的効果が影響したもの
と考える．
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　次に，PDの改善度は，4週後に有意差を認めた
（表2，図3）が，これはIGの薬効である殺菌作
用によって歯周組織の消炎効果後（BI値，　GCF量
の改善）に現われたものと考えられる．
　また，GI値はコントロール群に対して，開始時
から4週後までの有意差は認められなかったが，
開始時から3週目まで減少傾向を示した（表1，
図2）．これは本実験が初診時に対象とする患歯に
対してスケーリング等をおこなわないことと，モ
チベーションの低下から3週目に比較してプラー
クコントロールの悪化したこと，さらにGingival
irldex8）とBleeding　indexとでは，プロービング
する部位が辺縁歯肉と歯肉溝底部であること，ま
た評価法の相違もあることが影響したのではない
かと考える．この点については，今後，症例数や
評価法を検討する予定である．
　しかし，ポケット内の歯肉炎症の微妙な変化が
比較的客観的にとらえているといわれる33）Bleed－
ing　indexと歯周治療に対して肉眼的所見よりも
早期に反応するといわれる34｝GCF量の測定（ペリ
オトロン値）において，有意にIG群の改善度が
Control群より高い結果は，山村らの報告7）（BI値
のみ）と同様にその薬効の有用性を十分反映して
いるものと思われる．したがってGI値の4週目
の変化についてはIGの有効性に影響を与えるも
のではないと考える．
　一般にIPATに用いられる薬剤は，テトラサイ
クリン系抗生物質が主で，多くの報告がその臨床
的有効性を示している35“”38）．しかし，このテトラ
サイクリン系抗生物質は，耐性菌や副作用も考え
られるためできるだけ為害作用の少ない薬剤の開
発が望まれる．この点でIGは安全性が高く，ポ
ケット内細菌に対する抗菌作用による消炎効果を
有するため，歯肉縁下プラークの化学的抑制を目
的としたポケット貼薬剤として歯周治療への有効
性を示唆している．
　今後の展望として，宿主側の問題から歯周炎が
感染症として考えられるようになった今では，本
化学療法剤の歯周治療への応用は，有効な一手段
としての可能性があると考えられる．
結 論
IGパスタを59名の歯周病患者のポケット内へ，
1週1回，4週間貼薬し，その臨床効果を検討し
て以下の結果を得た．
1．IG群のProbing　depthは，　Contoro1群に比
　　較して4週後に有意に低いことが認められた
　　（P〈0．01）．
2．IG群のGCF量（ペリオトロン値）はControl
　　群に比較して4週後に有意に低いことが認め
　　られた（P〈0．01）．
3．IG群のBleeding　indexはControl群に比較
　　して，早期にかつ経週的に4週後まで有意に
　　低いことが認められる（P＜0．05，P〈0．01）．
4．全実験期間中，副作用は1例も認められな
　　かった．
　これらの結果からIGパスタは，歯周疾患の予
防と歯周治療に有効である事が示唆された、
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